
あ
い
ち
通
信 

 

第
五
十
六
号 

平
成
二
十
六
年
四
月 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部  

事
務
局 

〇
五
二 

―  

七
六
三 

― 

四
六
七
八 

 

報

 

告

・
「

日

本

の

建

国

を

祝

う

愛

知

県

民

の

集

い

」

開

催

さ

る

！ 

去
る
二
月
十
一
日
の
建
国
記
念
の
日
に
名
古
屋
駅
前
Ｔ
Ｋ
Ｐ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
日
本
会
議
愛
知 

県
本
部
主
催
の
「
日
本
の
建
国
を
祝
う
愛
知
県
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
百
五
十
名
の
方
々
に
ご
参 

加
い
た
だ
き
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。 

第
一
部
の
奉
祝
式
典
で
は
、
国
歌
君
が
代
を
斉
唱
、
続
い
て
日
本
会
議
愛
知
県
本 

部
の
重
富
亮
会
長
が
挨
拶
。「
皇
紀
二
千
六
百
七
十
四
年
の
建
国
記
念
の
日
を
迎
え
る 

に
当
た
り
神
武
天
皇
が
橿
原
の
宮
で
即
位
さ
れ
、
国
の
基
を
定
め
ら
れ
た
い
に
し
え 

を
し
の
び
、
そ
の
精
神
を
守
り
伝
え
て
き
た
先
人
の
努
力
に
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感 

謝
の
念
」
を
全
員
が
共
に
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
衆
議
院
議
員
、
工
藤
彰
三
先
生
、 

東
郷
哲
也
先
生
、
神
田
憲
次
先
生
の
ご
挨
拶
。『
名
古
屋
青
年
会
議
所
』、『
愛
知
竹
田 

研
究
会
』、
『
御
寺
泉
涌
寺
を
護
る
會
』
か
ら
祝
意
表
明
が
あ
っ
た
。
次
に
決
議
文
の 

朗
読
、
「
神
武
建
国
の
精
神
が
国
民
に
広
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、『
政
府
主
催 

に
よ
る
奉
祝
行
事
』
の
実
施
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
日
本
の
再
生
、
誇
り
あ
る 

国
づ
く
り
へ
向
け
て
、
更
に
邁
進
・
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
う
。」
旨
を
満
場
致
で
採
択
。 

最
後
に
「
紀
元
節
の
歌
」
を
斉
唱
し
、
聖
寿
万
歳
で
締
め
括
ら
れ
た
。 

第
二
部
は
、
元
駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
の
馬
渕
睦
夫
先
生
に
「
世
界
救
う
日
本
型
モ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ
ル
」
と
題
し
た
講
演
会
。
現
在
の
世
界
政
治
経
済
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
、
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
国
際
金
融
資
本
が
巧
妙
に
影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

響
力
を
駆
使
し
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
名
の
も
と
に
、
巨
大
資
本
家
た
ち
が
国
境 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
越
え
て
各
国
民
の
富
を
搾
取
す
る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
国
境
に
意
味
を 

持
た
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
、
文
化
に
重
き
を
置
か
な
い
唯
物
史
観
的
価
値
観
で 

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
な
ん
と
ロ
シ
ア
革
命

し
か
り
、
中
国
共
産
党
革
命
し
か
り
と
い
う
。
ロ
シ
ア
革
命
で
マ
ル
キ
ス
ト
た
ち
を
資
金
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
の
が
国
際
金
融
資
本
で
あ
り
、
ま
た
、
共
産
党
に
勝
利
す
る
寸
前
ま
で
来
て
い
た
蒋
介
石
に
待
っ
た
を
か
け
た 

の
が
国
際
金
融
資
本
の
意
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
政
府
で
あ
る
。
日
ソ
中
立
条
約
を
破
っ
て
北
方
領
土
を
占
拠
し
、 

ま
た
、
大
陸
で
は
六
十
万
人
を
超
え
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
強
制
労
働
を
強
い
た
ソ
連
。
実
は
今
の
ロ
シ
ア
と
同
一
に 

と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
を
支
配
し
て
い
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
系
ロ
シ
ア
人
で
あ
り
、 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
大
半
の
ロ
シ
ア
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本
人
に
近
く
ロ
シ
ア
民
族
の
文 

化
と
伝
統
を
重
ん
じ
る
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う
。
ソ
連
崩
壊
後
、
完
全
な
自
由
経
済
と
な
り
一
部
の
資
本
家
に
資 

源
を
牛
耳
ら
れ
た
。
そ
れ
を
国
際
石
油
資
本
に
売
り
渡
さ
れ
る
の
を
阻
止
し
た
の
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
。
ロ
シ
ア 

の
国
益
を
守
り
大
き
く
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
日
本
へ
の
協
力
を
期
待
し
て
い
る
。
神
代
の
昔
か
ら
和
を
重
ん
じ 

上
下
の
区
別
な
く
勤
勉
に
働
き
魂
を
込
め
た
も
の
づ
く
り
を
し
て
き
た
我
々
日
本
人
。
物
質
文
明
と
精
神
文
化
の 

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
大
き
く
発
展
を
遂
げ
た
明
治
の
御
代
や
戦
後
の
復
興
。
こ
の
日
本
型
モ
デ
ル
を
プ
ー
チ
ン
大 

統
領
は
理
解
し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
と
ロ
シ
ア
が
手
を
結
び
こ
の
日
本
型
モ
デ
ル
で
互
い
に
発
展
を
遂
げ
れ
ば 

国
際
金
融
資
本
に
対
抗
で
き
る
と
馬
渕
先
生
は
主
張
す
る
。
目
か
ら
う
ろ
こ
の
新
事
実
、
世
界
の
と
ら
え
方
、
こ 

れ
か
ら
の
日
本
の
進
む
べ
き
道
が
明
る
く
輝
い
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

（
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
・
文
責
）

報

告

・

名

古

屋

東

部

支

部

、

第

六

回

定

例

会

、

街

宣

実

践

す

る

！ 
<

第
一
部> 

●
日 

 

時 

二
月
十
六
日(

日)
 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

●
会 

 

場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
会 

 

費 

五
百
円 

●
参
加
者
数 

四
名
（
う
ち
二
名
、
第
一
部
の
み
の
参
加
） 

 

【
勉
強
会
】
テ
ー
マ｢

自
主
憲
法
制
定
街
宣
演
習
」（
座
長･

江
﨑
雅
博
支
部
長
）
今
回
は
街
宣
に
て
憲 

法
改
正
の
必
要
性
を
印
象
深
く
伝
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ 

の
中
で
訴
え
る
内
容
を
憲
法
改
正
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
毎
（
①
前
文
②
元
首
③
９
条
④
環
境
⑤
家
族 

⑥
緊
急
事
態
⑦
９
６
条
）
に
ま
と
め
、
一
つ
ず
つ
簡
潔
に
話
せ
る
よ
う
に
文
章
を
ま
と
め
る
の
が 

良
い
の
で
は
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
テ
ー
マ
ご
と
に
文
案
を
ま
と
め
る
こ
と
で
具
体
的
に
憲 

法
改
正
の
必
要
性
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
文
案
を
見
な
が
ら
誰
で
も
街
宣
で
話
せ
る 

よ
う
に
し
て
い
く
の
が
理
想
で
あ
る
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。 

<

第
二
部> 

●
日 

 

時 

同
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

●
参
加
者
数 

三
名
（
う
ち
一
名
、
第
二
部
の
み
の
参
加
） 

 
 

●
会 

 

費 

無
料 

【
街 

宣
】
寒
い
な
が
ら
も
穏
や
か
な
天
候
で
人
通
り
も
多
く
チ
ラ
シ
も
前
回
よ
り
多
く
配
布
す
る
こ
と 

が
で
き
、
街
宣
も
回
数
を
追
う
ご
と
に
上
手
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

★
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活
動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ル
（ 

k
ak
eh
as
hi
_k
at
ou
@h
ot
ma
il
.c
o.
jp

 

加
藤
貴
之
宛
）
に
て
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
日
本
会
議
名
古
屋
東
部
支
部
事
務
局
長 

加
藤 

貴
之
・
文
責
） 

 

案

内

・

第

八

回

名

古

屋

東

部

支

部

定

例

会

、

街

宣

計

画

！ 
<

第
一
部> 

●
日 

 

時 

四
月
二
十
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

 
 

 
 

●
会 

 

場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
二
階
第
三
会
議
室(

名
古
屋
市
天
白
区
野
並
二-

 

三
九
一
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
五
二-

八
九
五-

五
一
〇
五
） 

 

●
会 

 

費 

五
百
円 

【
勉
強
会
】
テ
ー
マ
「
保
守
政
党
に
つ
い
て
考
え
る
」（
座
長
）
加
藤
貴
之 

名
古
屋
東
部
支
部
事
務
局
長 

<

第
二
部> 

●
日 

 

時 

同
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

 
 

 
 

 
 

●
会
費 

無
料 

●
街
宣
場
所 

緑
区 

昭
和
区
御
器
所
交
差
点
の
南
西
角
地 

【
街 

宣
】
目
的 

「
自
主
憲
法
制
定
」 

 

（
日
本
会
議
名
古
屋
東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博
〈
携
帯
・
〇
九
〇
・
二
六
八
九
・
六
〇
七
五
〉・
文
責
） 

案

内

・

第

十

回

愛

知

憲

法

フ

ォ

ー

ラ

ム

開

催

！ 

●
テ
ー
マ
「
憲
法
を
改
正
し
、
自
衛
隊
を
国
防
軍
へ
！
」 

●
講 

師 

松
島
悠
佐
氏
（
元
陸
将
） 

●
日 

時 

平
成
二
十
六
年
五
月
三
日
（
土
）
午
後
二
時
開
会
～
四
時
半
閉
会 

●
会 

場 

ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦 

四
階
旭
の
間 

名
古
屋
市
中
区
錦
三
‐
十
五
‐
三
〇 

●
会 

費 

千
円 

 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 
 
 

 

※
詳
細
は
本
紙
五
月
号
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

（
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
・
文
責
） 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

四
月
は
四
月
六
日
（
日
）
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
。
引
き
続
き
五
月
四
日
、
六
月
一
日
を
予
定
。
軍
手
を 

必
ず
持
参
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
を
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
ご
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な 

り
ま
す
が
、
疑
わ
し
い
天
気
の
場
合
に
は
、
場
場
責
任
者
の
服
部
宛
、
電
話 (

〇
九
〇
・
六
四
六
六
・
一
五
九 

二)

を
下
さ
い
。 

 
 

★
三
月
二
日
は
、
十
九
名
の
参
加
で
し
た
。
初
参
加
の
方
、
一
名
で
し
た
。
南
部
さ
ん
が
、
活
動
に
参
考
の 

 
 

「
お
す
す
め
書
籍
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
の
貸
出
し
企
画
を
始
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
効
活
用
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
引
き
続
き
ご
購
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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